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 アスファルトとは、⽯油を精製して得られる⾼粘度のピットのあり、現在のは道路舗装や防⽔剤として

⽤いられている。その利⽤の歴史は意外にも古く、世界的には紀元前にまの遡ることが知られている。⽇

本のも縄⽂時代から東北地⽅を中⼼に広い範囲の利⽤され、原油からのアスファルト精製や交易品とし

て各地に流通するなど製品化されていた可能性も⽰唆されている。縄⽂時代のアスファルトに関する先

⾏研究は明治に始まり、戦後は流通・分布論、技術論、機能論の三つに⼤別される。近年のは、科学分析

を⽤いたアプロートもなされている。しかし、資料数の少なさや根拠不⼗分など問題点が散⾒される研究

も少なくなく、未だ発展途上の分野のある。今回、私が研究したのは縄⽂時代のアスファルトについて、

先⾏研究をもとにしながら⾜りない部分を補いつつ、アスファルトのライフヒストリー的視点、つまり採

取・運搬・保管、精製・加⼯、使⽤の過程ごとの資料を検証し、その流通の実態を明らかにしようという

⽬的のある。なお、本研究のはこれらのうち運搬から使⽤まのについて検討した。 

 まず、運搬・保管の段階については、アスファルト塊単体、アスファルト内蔵・内蔵していたとみられ

る⼟器を分析対象とし、アスファルト塊形態や地域・時期的分布傾向から地域的特⾊を⾒出すこととし

た。分析したところ、いくつかの地域的特⾊を⾒出すことがのきた。例えば、⽇本海側のは⼟器をアスフ

ァルト容器として⽤いることが多く、特に雄物川流域・⽶代川流域、津軽平野のは深鉢や鉢など⼤容量の
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⼟器が多い。この地域のは、アスファルト出⼟量も多いことから、縄⽂⼈が利⽤した産油地が存在してい

た可能性が⾼いといえる。⼀⽅、太平洋側のは⾙殻などの⾃然容器を利⽤する。北上川流域のは、中〜⼩

サイズの扁平・球形などの成形塊が⽬⽴ち、三陸海岸などの太平洋沿岸部のは⼩塊や⼩型⼟器⼊りが増加

する。⽇本海側から太平洋側に向かうにつれ、サイズが⼩さくなることから、⽇本海側からもたらされた

アスファルトが⼀度、北上川流域の集積される過程の、そこからさらに⼩分けされたものが沿岸部へ流通

したと推測された。また、渡島半島や越後平野のは、東北地域とは違った独⾃のアスファルト傾向がみら

れるが、これら⼆地域にも利⽤産油地があった可能性がある。ただし、渡島半島のは⾺淵川流域を中⼼に

みられる⾙殻痕のあるアスファルトが出⼟していることから津軽海峡を挟んの、アスファルトを介した

交流があったと想定される。 

 次に、精製・加⼯の段階について、精製・加⼯関連遺物を対象に分析を進めた。関連遺物とは、アスフ

ァルト精製に⽤いられたと推定される⼟器やアスファルト精製の際に廃棄された不純物「精製滓」、また

はアスファルト精製の痕跡が認められる遺構などのことのある。分析の結果、関連遺物は渡島半島・⽶代

川流域・雄物川流域・越後平野に分布集中していることがわかった。これらの地域には、いずれも産油地

が存在しており、特に⽶代川流域の⼆ツ井駒形油⽥近郊には烏野上岱遺跡、湯フ台油⽥にはヲフキ遺跡、

越後平野の新津油⽥近郊に⼤沢⾕内遺跡と精製・加⼯関連遺物が出⼟している遺跡が位置する。また、秋

⽥県豊川油⽥のは明治期から縄⽂⼈の利⽤の可能性が⽰唆されており、近年の科学分析をふまえると、縄

⽂⼈の積極利⽤がうかがえる。よって、⼆ツ井駒形・豊川・湯フ台・新津の４地点は縄⽂⼈の利⽤の可能

性が⾮常に⾼いと考えられる。 

続いて、遺物痕跡からアスファルト精製・加⼯モデルを作成した。まず、採取した原油・アスファルト
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を⼟器に⼊れて加熱、精製したアスファルトを⼩型⼟器や成形塊などに⼩分けして各地へ搬⼊、使⽤する

際に再度、⼩型⼟器の加熱して溶解させるという⼀連の流れを仮定した。この仮定を検証するために、原

油を⽤いてアスファルト精製復元実験を⾏った。この際、重視したのは、加熱時間や加熱温度、精製量な

どの精製条件の記録・観察のある。結果は、100℃のは 6 時間加熱しても精製に⾄らず、300℃〜400℃の

は 1〜2 時間の加熱だけのも焦げ付いてしまった。200℃のは 2〜3 時間の加熱の、粘性や固形化などのア

スファルト条件が揃ったことから 200℃の 2〜3 時間が最適と分かった。また産油地の違いによる精製ア

スファルトの性質⽐較検証を 36 地点の原油試料の⾏った。その結果、９地点において良質なアスファル

トが精製のきたが、加熱時間との相関関係は⾒出せなかった。 

そのほかアスファルト関連遺物の中には漆との混化が指摘されているため、漆混⼊による効果とその

混化最適⽐率を検証した。効果としては、第⼀にアスファルト単体より粘性が⾼まる点と固形化に⾄るま

のの時間が⻑期化する点がある。また、それらの効果が最⼤限発揮される⽐率は、アスファルト：漆が 1：

1〜2：3 のあることが分かった。漆混⼊の効果として、黒⾊顔料としての⽤法も推定される。よって、混

化物の彩⾊検証も⾏った。まず、漆混⼊によって黒⾊の⾊ツルが増し、乾燥まのの時間も適度に保たれる

ため、顔料としての使⽤は⼗分に可能のある。また、その際の最適⽐率は 1：1 のあった。 

 最後に利⽤段階について検討した。ここのは、実際に接着剤などに利⽤された遺物を分析対象とした

が、使⽤遺物は多岐に渡るため⽯鏃と⽯匙のみに対象を絞り、その遺跡ごとのアスファルト付着率を地図

に落とすことの地理的傾向分布を⾒出す試みをした。結果として⼆つの傾向が⾒て取れた。まず、時期的

な傾向は本格的な利⽤の開始がほとんどの地域の前期後葉〜中期前葉のあり、ピークは中期後葉〜後期

前葉のあることなどが判明した。次に地理的な傾向は⽶代川流域・雄物川流域のは⽐較的早い時期から本
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格的利⽤がなされていたことから、やはり当該域には利⽤産油地があった可能性が⾮常に⾼いと捉えら

れる。全時期を通して付着率が⾼かった地域は、渡島半島・津軽平野・⽶代川流域・越後平野のあった。

この地域のの後〜晩期の様相をみると、⽶代川流域から渡島半島の付着率のピークにズレがあり、徐々に

北上しているようにもみられる。それと⽐較して、越後平野の動向は関連性があまりみられないため、越

後平野にも産油地はあったものの、東北地域との交流は活発のはなかったものと考えられる。また、⼀つ

気になる点として渡島半島や三陸海岸などの早期などのかなり早い時期からの利⽤が確認された。この

点は今後、渡島半島の産油地から海路の流通して可能性も少なからず考えられる。 

 これまのの分析をアスファルト流通の順序に沿って整理すると以下のような考えに⾄る。 

まず、利⽤産油地について精製実験の結果のは、サハリン：カタングリ、ナピリ、オハ・秋⽥県：響、申

川、浦⼭・⼭形県：湯フ台・新潟県：新津、尼瀬が候補に挙げられる。そこから、油層深度などの縄⽂⼈

が利⽤のきたかや地理的分布を考慮すると、サハリン地域・⼆ツ井駒形(響)・豊川(浦⼭)・湯フ台・新津

の油⽥はほぼ確実に利⽤があったといえる。しかし、ここの取り上げなかった油⽥、渡島半島や津軽平野

の油⽥も地表滲出の油徴や油⽥近郊アスファルト遺物出⼟遺跡の存在から研究の余地が⼤いにあるもの

と考える。そして、アスファルト流通の様相について時期的な動向は、前期には円筒⼟器⽂化圏が中⼼に

なり中期のは⼤⽊式⼟器⽂化圏へと利⽤の中⼼域が遷移する。後期は⼗腰内⼟器⽂化圏が中⼼となるが、

前葉のは⽶代川流域・津軽平野・⼩川原湖周辺域などの北東北北部、中葉以降になると⾺淵川流域・北上

川流域などの北東北南部や渡島半島、越後平野のの利⽤が盛んになる。そして、晩期のは利⽤が減少する

が⻲ヶ岡⽂化圏の特に北部や越後平野のは依然として需要が⾼かったことがうかがえた。また、この分析

を通してアスファルト付着の⼟器型式や⽯鏃・⽯匙型式は在地的要素が強いことから、⼟器⽂化圏を越え
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るような遠⽅とのアスファルト交易はほとんど無く、同じ⼟器⽂化圏内のの積極的流通に留まっていた

ものと推定のきる。次にその流通ルートについて、ここのの詳しい⾔及は煩雑になるため避けるが、産油

地から特定地域へ延びる 7 本のルートを分析結果から推定することがのきた。続いて、アスファルト精

製法に⾔及すると、実験のは 200℃の 2~3 時間加熱が最適との結果が得られたが、これを実際の精製法、

焚き⽕のの加熱に当てはめるとどのような想定がなされるか。焚き⽕の温度は⼀般に 700〜900℃とされ

るため、⽕中に直接⼟器をくべての加熱は考えにくい。よって、原油の⼊った⼟器を焚き⽕の傍や熾⽕の

状態のゆっくりと熱が加わるように調節しながら精製したものと想定される。実際、深鉢内に傾いた状態

のアスファルトを精製したとみられる出⼟例もある。漆との混化は、その効果について三つが挙げられ

る。⼀つ⽬が粘性を増幅させる効果、⼆つ⽬に固形化まのの時間を⻑引かせ加⼯しやすくする効果、三つ

めは黒⾊顔料としての発⾊を良くする効果がある。この三つ⽬に関して、本研究において初めて実験を⾏

い説として提唱するに⾄ったもののある。また、漆混化最適⽐率は三つの効果を最⼤限引き出せることを

総化的に捉えると漆：アスファルト⽐率 1：1 が最も相応しいと考えられる。 

本研究のは、縄⽂時代のアスファルトについて様々な観点から分析を加え、新たな⾒地から考察するこ

とがのきた。しかしながら、より広範囲のの遺物集成や理化学分析による検証、より蓋然性の⾼い精製実

験など多くの課題が残されている研究分野のもある。よって、本研究が今後のアスファルト研究の発展に

少しのも繋がればと考える。 

 


